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多彩な機能発現を可能にする π 共役系分子構造のデザインはデバイ

スやセンサー開発において重要である。アリールアクリロニトリルを

含む π 共役系分子は、その電子受容性、固体発光性、自己組織化など

から、最近多くの報告がなされている 1)。本研究では、アントラセン-

アクリロニトリル構造を有する π 共役系分子  α-(9-anthracenyl)-4-

methoxybenzene acrylonitrile (AA)を合成し、物性と光化学反応について

評価を行なった。AAは固体発光性、光反応性(Fig. 1)、さらにメカノク

ロミズムを発現する多機能性分子であった。 
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Figure 1. Photochemical reactions of AA. 
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